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本
年
度
の
執
行
部
の
最
大
の
課

題
が
法
曹
人
口
問
題
で
あ
る
こ
と

は
前
回
の
日
弁
連
だ
よ
り
の
理
事

会
報
告
で
述
べ
た
と
お
り
で
す
。

執
行
部
と
し
て
は
、
前
回
理
事
会

に
頭
出
し
で
提
案
を
し
、
今
回
採

択
し
て
一
般
に
公
表
す
る
予
定
で

し
た
。
こ
の
間
、
各
界
各
層
の
意

見
を
聞
く
と
い
う
こ
と
で
法
科
大

学
院
関
係
者
、
最
高
裁
・
司
法
研

修
所
、
労
働
組
合
等
と
の
会
話
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
、
７
月
１０

日
午
後
２
時
か
ら
の
論
説
委
員
・

解
説
委
員
と
の
懇
談
会
に
出
席
し

ま
し
た
。
こ
の
懇
談
会
に
は
、
朝

日
、
読
売
、
日
経
、
東
京
毎
日
の

新
聞
各
社
の
論
説
委
員
と
Ｎ
Ｈ

Ｋ
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
等
テ
レ
ビ
局
の
解
説

委
員
が
出
席
さ
れ
、
事
前
に
送
付

し
て
あ
っ
た
今
回
提
言
に
つ
い
て

意
見
を
拝
聴
し
ま
し
た
。
い
ず
れ

の
委
員
も
、
日
弁
連
は
司
法
改
革

推
進
の
立
場
を
捨
て
弁
護
士
業
界

の
利
益
確
保
に
走
る
の
か
と
極
め

て
厳
し
い
意
見
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
経
過
の
中
で
、

第
４
回
理
事
会
は
開
か
れ
、
２
日

間
の
理
事
会
で
十
分
に
論
議
を
し

て
貰
お
う
と
い
う
の
が
執
行
部
と

し
て
の
ス
タ
ン
ス
で
し
た
。
第
１

日
目
に
は
、
担
当
の
村
山
副
会
長

よ
り
、
各
界
と
の
論
議
を
ふ
ま
え

て
内
容
を
修
正
し
た
緊
急
提
言
案

を
報
告
し
併
せ
て
今
後
の
本
格
的

な
提
言
の
た
め
に
、
新
た
な
法
曹

人
口
問
題
検
討
会
議
設
置
の
件
を

提
案
し
て
審
議
を
求
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、
２
日
に
わ
た
る
審
議
は
、

各
単
位
会
で
の
論
議
を
踏
ま
え
て

熱
心
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
論
議

の
大
勢
は
、
こ
の
時
期
に
こ
の
よ

う
な
提
言
を
す
る
こ
と
は
や
む
を

得
な
い
と
考
え
ら
れ
、
各
単
位
会

で
も
反
対
・
賛
成
の
い
ず
れ
の
意

見
も
積
極
的
盛
り
上
が
り
に
欠
け

て
い
る
と
い
う
感
じ
が
し
ま
し
た
。

東
北
弁
連
の
、
合
格
者
数
を
現
状

で
凍
結
す
べ
き
と
い
う
同
弁
連
決

議
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら

を
踏
ま
え
、
大
方
の
意
見
が
出
終

わ
っ
た
時
点
で
休
憩
に
入
り
再
開

後
に
採
決
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
休
憩
中
、
執
行
部
と
し
て
、

採
決
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
を
議

論
し
ま
し
た
。
こ
の
緊
急
提
言
に

つ
い
て
の
理
事
会
の
議
論
の
傾
向

と
し
て
は
、
賛
成
の
意
向
が
強
い

と
い
え
る
が
、
反
対
の
論
調
と
し

て
は
、
司
法
改
革
推
進
の
立
場
か

ら
ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン
自
体
を
否
定
す

る
と
い
う
考
え
方
と
、
ス
ロ
ー
ダ

ウ
ン
の
内
容
が
不
明
確
で
生
ぬ
る

い
と
い
う
提
言
案
を
挟
ん
で
両
極

の
意
見
が
あ
る
。
採
決
す
る
と
な

れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
賛
否

の
数
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
外
部
に
採

決
結
果
が
伝
え
ら
れ
る
際
に
は
、

両
論
の
反
対
が
一
緒
に
カ
ウ
ン
ト

さ
れ
て
反
対
い
く
ら
と
い
う
形
で

受
け
止
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の

で
、
出
来
れ
ば
賛
否
数
を
明
ら
か

に
し
な
い
方
法
で
採
決
す
べ
き
で

あ
る
と
い
う
結
論
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
再
開
し
た
理
事
会
に
お

い
て
、
会
長
よ
り
「
反
対
意
見
や

棄
権
意
見
が
あ
る
こ
と
は
十
分
認

識
し
て
い
る
が
、
賛
成
と
い
う
こ

と
で
あ
れ
ば
、
挙
手
に
よ
る
賛
否

を
問
う
こ
と
な
く
、
多
く
の
賛
成

を
い
た
だ
い
た
、
と
い
う
こ
と
で

と
り
ま
と
め
を
し
た
い
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。
反
対
意
見
が
強
け

れ
ば
も
ち
ろ
ん
採
決
す
る
。」
と
い

う
提
案
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
対
し
、「
異
議
な
し
」
の
声
が
出

さ
れ
、
修
正
を
執
行
部
に
一
任
の

う
え
承
認
す
る
と
い
う
決
議
が
な

さ
れ
ま
し
た
。（
こ
の
採
決
に
つ
い

て
、
山
口
の
内
山
理
事
は
、「
び
っ

く
り
し
た
。
こ
ん
な
や
り
方
も
あ

る
の
か
…
と
。」
理
事
会
報
告
書
に

書
か
れ
て
い
ま
し
た
。） 

 

今
回
理
事
会
で
採
決
さ
れ
た
法

曹
人
口
問
題
に
関
す
る
緊
急
提
言

の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 

提言の趣旨 
 

本年度（２００８年度）司法試験合格者の決定
にあたっては、新しい法曹養成制度が未だ成熟途
上にあることに鑑み、司法改革全体の統一的かつ
調和のとれた実現を期するため２０１０年頃に合
格者３０００人程度にするとの数値目標にとらわ
れることなく、法曹の質に十分配慮した慎重かつ
厳格な審議がなされるべきである。 

東
北
地
方
弁
護
士
会
連
合
会

は
、
仙
台
弁
護
士
会
（
会
員
２
８

９
名
）、
福
島
弁
護
士
会
（
１
１
９

名
）、
山
形
弁
護
士
会
（
６７
名
）、

秋
田
弁
護
士
会
（
６３
名
）、
青
森

弁
護
士
会
（
６６
名
）、
岩
手
弁
護

士
会
（
７０
名
）
の
６
単
位
会
で
構

成
さ
れ
、
今
年
は
７
月
４
日
午
後

仙
台
で
の
開
催
で
し
た
。 

ブ
ロ
ッ
ク
の
各
弁
連
総
会
に

は
、
昨
年
平
山
執
行
部
は
代
表
派

遣
で
し
た
が
、
本
年
度
は
執
行
部

全
員
出
席
と
い
う
方
針
に
な
り
、

前
日
の
正
副
会
長
会
議
は
１
時
間

繰
り
上
げ
て
９
時
半
か
ら
始
め
午

後
１
時
半
迄
の
会
議
後
、
連
れ
だ

っ
て
東
京
駅
か
ら
新
幹
線
で
仙
台

に
行
き
宿
舎
で
会
場
で
も
あ
る
駅

の
続
き
に
あ
る
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

仙
台
ホ
テ
ル
チ
エ
ッ
ク
イ
ン
し
た

後
す
ぐ
前
夜
懇
親
会
の
あ
る
「
勝

山
館
」
と
い
う
立
派
な
宴
会
場
で

歓
待
を
受
け
ま
し
た
。
主
催
者
か

ら
は
、
再
三
に
わ
た
り
会
長
以
下

全
執
行
部
が
来
た
こ
と
に
謝
意
を

表
さ
れ
戸
惑
い
ま
し
た
。 

翌
５
日
は
、
ホ
テ
ル
最
上
階
の

会
議
室
で
、
正
副
会
長
会
を
続
行

し
ま
し
た
。
午
後
は
、
本
番
の
連

合
会
総
会
で
し
た
。東
北
弁
連
は
、

法
曹
人
口
減
に
つ
い
て
は
日
弁
連

な
い
で
は
急
先
鋒
で
あ
り
、
活
発

な
論
議
が
行
わ
れ
た
結
果
、
後
記

の
よ
う
な
決
議
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。 そ
の
後
、
会
場
を
変
え
て
意
見

交
換
会
が
あ
り
、
日
弁
連
執
行
部

は
全
員
壇
上
に
上
が
っ
て
道
弁
連

会
員
と
の
２
時
間
ほ
ど
の
質
疑
応

答
が
あ
り
、
主
と
し
て
法
曹
人
口

問
題
が
論
じ
ら
れ
ま
し
た
。
な
か

な
か
鋭
い
質
問
が
出
ま
し
た
が
、

先
の
理
事
会
で
可
決
さ
れ
た
緊
急

提
言
の
内
容
を
敷
衍
し
た
説
明
を

担
当
の
村
山
副
会
長
が
行
い
ま
し

た
が
、
十
分
な
納
得
は
得
て
貰
え

な
い
雰
囲
気
で
し
た
。 

 

そ
の
後
、
懇
親
会
は
和
や
か
に

行
わ
れ
ま
し
た
。 

   

本年度の司法試験合格者の 
決定に関する緊急提言の件(意見) 

 
記 
 

当連合会は、司法試験合格者数を年間３００

０人程度とする増員政策を見直し、いったん現

在の合格者数で凍結し、法曹需要の予測及び法

曹の質の確保の観点から弁護士人口の在り方を

具体的に検証した上で、改めて適正な年間合格

者数を決めるよう政府に求める。 

北
海
道
弁
護
士
会
連
合
会
は
、

札
幌
弁
護
士
会
（
会
員
５
０
７

名
）、
釧
路
弁
護
士
会
（
５２
名
）、

旭
川
弁
護
士
会
（
４３
名
）、
函
館

弁
護
士
会
（
３４
名
）
の
五
つ
の
単

位
会
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年

の
北
海
道
弁
連
総
会
は
、
７
月
２５

日
午
後
札
幌
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
各
弁
連
総
会
に
は
、
執
行
部

全
員
出
席
と
い
う
本
年
度
の
方
針

に
従
い
、
前
日
の
正
副
会
長
会
議

は
１
時
間
繰
り
上
げ
て
９
時
半
か

ら
始
め
昼
食
後
連
れ
だ
っ
て
羽
田

に
向
か
い
１５
時
発
の
飛
行
機
で

１６
時
半
新
千
歳
空
港
に
飛
び
ま

し
た
。
新
千
歳
か
ら
札
幌
へ
は
空

港
ラ
イ
ナ
ー
で
約
４０
分
、
札
幌
に

着
く
と
直
接
前
夜
懇
親
会
の
あ
る

「
す
す
き
の
」
に
あ
る
由
緒
あ
る

料
亭
で
歓
待
を
受
け
ま
し
た
。 

翌
２５
日
は
、
宿
舎
と
会
場
の
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
か
ら
大
通
公
園
を

は
さ
ん
で
徒
歩
５
分
ほ
ど
の
位
置

に
あ
る
札
幌
弁
護
士
会
館
の
会
議

室
を
借
り
、
東
京
に
残
っ
て
い
る

事
務
次
長
等
と
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス

テ
ム
で
結
び
正
副
会
長
会
を
続
行

し
ま
し
た
。
午
後
は
、
本
番
の
連

合
会
総
会
で
し
た
が
、
用
意
さ
れ

た
議
題
が
三
つ
粛
々
と
審
議
さ
れ

平
穏
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
中
弁

連
大
会
の
甲
論
乙
駁
の
緊
張
し
た

や
り
と
り
を
思
う
と
、
シ
ャ
ン
シ

ャ
ン
会
議
の
感
を
否
め
ず
中
弁
連

大
会
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
同
じ
会
場
で
意
見

交
換
会
が
あ
り
、
日
弁
連
執
行
部

は
全
員
壇
上
に
上
が
っ
て
道
弁
連

会
員
と
の
１
時
間
半
の
質
疑
応
答

が
あ
り
、
主
と
し
て
法
曹
人
口
問

題
が
論
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
先
の

理
事
会
で
可
決
さ
れ
た
緊
急
提
言

の
内
容
を
敷
衍
し
た
説
明
を
担
当

の
村
山
副
会
長
が
行
い
大
方
の
賛

同
を
得
ま
し
た
。
そ
の
後
、
新
人

弁
護
士
の
就
職
問
題
に
つ
い
て

は
、
担
当
が
地
元
選
出
の
小
寺
副

会
長
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
デ
キ
レ

ー
ス
み
た
い
と
同
副
会
長
が
言
う

ほ
ど
温
か
い
対
応
で
し
た
。 
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三
極
会
議
て
何
で
す
か
と
聞
か

れ
ま
す
。
最
初
、
こ
の
言
葉
を
聞

い
て
私
自
身
が
発
し
た
質
問
で
も

あ
り
ま
す
。
欧
州
弁
護
士
評
議
会

（
Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ｅ
）、中
華
全
国
律
師
協

会
（
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ａ
）、
日
本
弁
護
士
連

合
会
（
Ｊ
Ｆ
Ｂ
Ａ
）
の
三
つ
の
連

合
会
の
経
験
交
流
の
場
と
し
て
発

足
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ

の
狙
い
は
ア
メ
リ
カ
法
曹
の
支
配

に
対
抗
す
る
こ
と
に
あ
る
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
場
所
を
変

え
て
開
催
さ
れ
、
昨
年
は
ベ
ル
ギ

ー
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
、
大
阪
で
開
か
れ
、

Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ｅ
か
ら
ピ
ー
タ
ー
・
コ
ー

ブ
会
長
を
は
じ
め
３
名
、
Ａ
Ｃ
Ｌ

Ａ
か
ら
は
ヤ
ン
・
ウ
エ
イ
チ
エ
ン

副
会
長
外
５
名
、
日
弁
連
は
宮
崎

会
長
、
副
会
長
４
名
、
現
・
前
事

務
総
長
等
１７
名
の
出
席
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
初
日
は
、
理
事
会
を

途
中
で
抜
け
て
新
幹
線
で
大
阪
入

り
し
ウ
ェ
ル
カ
ム
テｲ

ナ
ー
が
あ

り
、
私
は
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ａ
の
ヤ
ン
・
ウ

エ
イ
チ
エ
ン
副
会
長
と
同
席
し
、

中
国
の
弁
護
士
急
増
の
問
題
点
に

つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。
翌
日
は
、

新
装
な
っ
た
大
阪
弁
護
士
会
館

１０
階
の
常
議
員
会
用
会
議
室
で

「
セ
ミ
ナ
ー
」
が
あ
り
、「
世
界
に

お
け
る
継
続
研
修
の
あ
り
方
と
司

法
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
課
題
に
つ
い

て
」
の
テ
ー
マ
で
な
さ
れ
ま
し
た
。

日
弁
連
か
ら
は
、
山
本
副
会
長
が

研
修
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
加
藤

副
会
長
が
司
法
ア
ク
セ
ス
に
関
し

法
テ
ラ
ス
の
現
状
に
つ
い
て
報
告

を
し
ま
し
た
。
Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ｅ
か
ら
は
、

イ
ギ
リ
ス
選
出
の
事
務
局
長
か
ら

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
法
律
扶
助
予

算
が
国
民
一
人
当
た
り
１
５
７
．

７
ユ
ー
ロ
（
９
８
０
０
円
）
で
あ

る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
日

本
で
は
、
国
民
一
人
当
た
り
０
．

５
８
ユ
ー
ロ
（
９８
円
）
と
１
０
０

分
の
１
程
度
で
あ
り
、
日
本
の
現

状
が
如
何
に
遅
れ
て
い
る
か
を
感

じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ａ

か
ら
は
、
弁
護
士
資
格
を
持
つ
法

務
省
の
女
性
参
事
か
ら
報
告
が
あ

り
、
１３
億
人
の
国
民
に
弁
護
士

１２
万
人
が
お
り
、
弁
護
士
の
資
格

と
活
動
で
き
る
免
許
（
ラ
イ
セ
ン

 
7 2   午後  上京 

   3   9:30  正副会長会 

      18:30  東北弁連前夜祭 

   4   9:00  正副会長会 

      13:00  東北弁連大会 

      18:00  懇親会 

5 午後   帰京  
   7   11:00  人権大会３分科シンポ実行委員会 

   8  10:30  採用就業問題会議 

      11:30  弁護士採用ＰＴ会議 

   9  16:30  ＡＢＡ協会意見交換会 

      19:00  同夕食会 

  10  12:30  国際裁判管轄規則法令化検討会議 

      14:00  論説・解説委員との懇談会 

  11  10:30  正副会長会 

      16:00  人権差別撤廃条例ＷＧ 

  13  13:00  自由権ワーキング 

      18:00  民主党パーティ（ニューオオタニ）

  16  10:30  正副会長会 

  17  10:15  常務理事会、 理事会 

      17:30  法務研究財団懇親会 

  18   9:00  理事会 

      19:00  三極会議歓迎懇親会(大阪) 

  19  10:00  意見交換会 

      13:00  公開セミナー 

       午後  帰関(新幹線) 
 
22 午後  上京 
  24   9:30  正副会長会 

      18:00  道弁連前夜懇親会 

 25   9:00  正副会長会 

13:00  北海道弁連総会 

      18:30  同懇親会 

25 午後   帰京 
27  15:00  研修所４０周年祝賀会(箱根) 

30 10:00  人権シンポ第３分科宣言検討会 
       

     7月 31日間  1往復半 27泊 

ス
）
は
別
で
、
ラ
イ
セ
ン
ス
は
年

間
４０
時
間
の
倫
理
を
含
む
講
習

を
受
け
な
け
れ
ば
貰
え
な
い
シ
ス

テ
ム
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

弁
護
士
を
め
ぐ
る
法
制
度
も
国
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
、
い
ろ
い
ろ

と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
司
法

改
革
で
、
多
く
の
問
題
が
噴
出
し

て
い
る
日
本
に
と
っ
て
、
学
ぶ
べ

き
と
こ
ろ
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
法
曹
協
会（Am

erican
Bar  Association

）
は
、
ア
メ
リ

カ
の
弁
護
士
約

１
０
０
万
人
の

う
ち
約

２０

万

人
が
加
入
す
る

任
意
の
法
律
家

団
体
で
あ
る
。

強
制
加
入
で
自

治
権
を
有
す
る

日
本
弁
護
士

連
合
会
と
は
団

体
の
性
格
が
異

な
る
た
め
友
好

協
定
は
結
ん
で

は
い
な
い
。
し

か
し
、
任
意
の

交
流
は
長
く
続

い
て
お
り
、
今
年
は
Ａ
Ｂ
Ａ
側
が

の
報
告
が
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
側
か

来
日
し
て

２
０
０
８

(

平
成
２０)

年
７
月
８

日
午
後
４

時
半
か
ら

６
時
半
ま

で
日
弁
連

１７

階

会

議
室
で
意

見
交
換
会

を

行

っ

た
。
テ
ー

マ
は
法
曹

倫

理

等

で
、
日
本

側
は
丸
島

事
務
総
長

 
 
 今から 47年前、1961（昭和 36）年 3月に私は仙台駅頭に立ちました。
松江から急行出雲に乗り 18時間、その夜は東京深川の親戚に泊めて貰い、
翌日常磐線で 6時間かかけ到着しました。松江からまるまる 24時間蒸機関
車の引く列車での旅は、東北大法学部受験のためでした。当時理科１科目の

国立大は少なく、ロマンチックな感じと親元を遠く離れてより自由を得られ

るのではと思い選んだ東北大でした。その私を迎えた仙台は、空っ風に土埃

が舞っていました。舗装も少なかった当時は、雨が降ると仙台田圃、晴れる

と仙台砂漠等と言われたものです。そんな牧歌的な仙台で、大学院修士課程

修了までの 6年間充実した青春時代を過ごしました。その後、仙台を訪れた
のは、私が山口県弁護士会会長だった 1984（昭和 59）年仙台で日弁連総会
が開かれた時と、3 年前の 11 月、日韓高速船住民訴訟が最高裁で逆転敗訴
判決を受けた後妻を東北に案内した時です。 
 そんな仙台に、7月3日からの東北弁連大会に出席のため行ってきました。
正副会長会を早く切り上げ全員が東北新幹線で 2時間足らずで仙台に移動、
6時半から前夜懇親会。 
 翌日本番の会場は、宿泊をする駅前のメトロポリタンホテルでした。9時
からの正副会長会議の前に一運動と仙台城大手門跡に向かいました。青葉通

りの欅並木の下をくぐり、土井晩翠草宅から広瀬川を渡り大手門跡を抜ける

と東北大川内キャンパスです。入学式のあった懐かしい記念講堂の前でラジ

オ体操をしてホテルに帰りました。翌日は、駅の反対側を宮城の原に向かい

ました。楽天のホームグランドの近くに 6年間お世話になった下宿の跡を訪
ねたかったからです。昔駅裏と呼んでいた雑然とした下町は無くなって、広

い大きな道が球場まで続いていました。良く整備された宮城の原のグランド

でラジオ体操をして、今は駐車場になっている下宿跡と周辺を歩いてからホ

テルに帰りました。自分のあしで歩いて確かめた仙台は、今や東北の中心の

100万都市になり大きく発展していることに嬉しい思いがする反面何か大事
なものを失くしたような淋しい気もしました。 

ら
は
次
期
会
長
ス
テ
フ
ァ
ン
・
ジ

ャ
ッ
ク
氏
か
ら
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

が
あ
り
、
参
加
者
か

ら
の
質
疑
を
受
け

て
の
活
発
な
意
見

交
換
が
あ
っ
た
。
そ

の
後
、
懇
親
の
夕
食

会
が
持
た
れ
た
が
、

ア
メ
リ
カ
側
の
東
京

タ
ワ
ー
の
見
え
る
と

こ
ろ
に
し
て
欲
し
い

と
の
希
望
で
、
愛
宕

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
の
森

タ
ワ
ー
４２
階
で
行

わ
れ
、
東
京
タ
ワ
ー

を
眼
下
に
見
下
ろ

し
な
が
ら
夫
人
同

伴
の
華
や
か
な
会

合
と
な
っ
た
。 

三極会議 


